
厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会
を
開
催

平
成
29
年
度

紅葉　大山阿夫利神社下社
（上愛甲愛寿会　小泉政夫さん撮影）

平成29年度厚木市老人クラブ連合会会長表彰一覧（敬称略・順不同）

区　分 氏　名 クラブ名等
厚木北 関野　陽子 仲北銀友会
厚木北 曾田　慶子 仲北銀友会
厚木北 吉村　光代 仲北銀友会
厚木北 関野みね子 松枝松寿会
厚木北 青木　正義 松枝松寿会
厚木南 髙村登美子 旭町一丁目老人会
厚木南 山崎　君子 旭町第三老人クラブ
厚木南 酒谷　貴美 旭町第三老人クラブ
厚木南 高梨　富子 あさひ会
依知北 小林　年光 上依知敬友会
依知北 川田　重直 上依知敬友会
依知北 大塚　國利 山際白寿会
依知北 山下　孝道 山際白寿会
睦合南 神吉　善茂 妻田中央長寿会
睦合南 本田恵美子 妻田中央長寿会
睦合南 藤井みき子 木売場かがやきクラブ
睦合西 渡辺　英子 林第二長寿会
荻野 丸一　正子 まつかげしあわせクラブ
荻野 栗原　幸男 宮本第二寿会
荻野 白土　聖浩 鳶尾一丁目一友会
小鮎 高橋　米雄 日枝老人クラブ
小鮎 内村　保二 日枝老人クラブ
小鮎 守屋　初枝 千歳会

区　分 氏　名 クラブ名等
小鮎 谷口　義人 古松台ひまわり会
小鮎 福住　八郎 白山白友会
小鮎 鈴木　京子 白山白友会
南毛利 宍戸　弘道 戸室長楽会
南毛利 内田　廣文 戸室長楽会
南毛利 岩崎　健治 戸室長楽会
南毛利 関口　正昭 上温水楽友会
南毛利 門間　　信 上温水楽友会
南毛利 遠藤　克巳 毛利台親和会
南毛利 金澤　一男 毛利台親和会
南毛利 川本　正和 毛利台親和会
南毛利 佐藤　徳恵 毛利台親和会
南毛利南 山﨑　久光 上愛甲愛寿会
相川 小塩　コマ 上戸田老友会
相川 大貫　幸江 上戸田老友会
相川 小菅テツ子 上戸田老友会
趣味 柳田　シマ 社交ダンスグループ（妻田長寿会）
趣味 梅本　豊子 社交ダンスグループ（妻田中央長寿会）
趣味 森川　　豊 社交ダンスグループ（温水白寿会）
趣味 杉野　敏子 社交ダンスグループ（天寿会）
趣味 大谷登紀子 陶芸愛好会（まつかげしあわせクラブ）
趣味 前木セツ子 アカシヤコーラス（西仲福寿会）

単位老人クラブ役員・市老連趣味グループ役員
　単位老人クラブ役員・市老連趣味グループ役員として8年以上在職し、そのクラブ等の育成に努力し、
その功績が顕著である者。

区　分 クラブ名 代表者名
睦合南 木売場かがやきクラブ 福丸　孝司

単位老人クラブ〔再表彰〕
　単位老人クラブ設立後5年以上経過し、表彰を受けた
単位老人クラブで引き続き8年以上の長期にわたりその
運営が良く、活動が活発で他の模範と認められるもの。

区　分 氏　名 クラブ名
睦合南 福丸　孝司 木売場かがやきクラブ
睦合西 竹原　政夫 林第二長寿会
荻野 長谷川美雪 宮本第一寿会
南毛利南 佐藤　之則 宿愛甲寿会
趣味 堀　　敏昭 民謡好友会（緑ヶ丘双葉会）

単位老人クラブ会長・市老連趣味グループ会長
　単位老人クラブ会長・市老連趣味グループ会長として
6年以上在職し、そのクラブ等の育成に努力し、その功
績が顕著である者。

単位老人クラブ〔会員増加〕
　年間を通じて会員増強活動に努め、近年の会員数減少
に対して会員数の増加が顕著である単位老人クラブ。

区　分 クラブ名 代表者名
厚木北 弁天末広会 神﨑　義治
睦合北 根岸シルバークラブ 増田　次夫
睦合南 そりだハイツシニアクラブ 橋本　勝彦
荻野 上荻野むつみ会 松本　一郎
小鮎 台やよい会 遠藤　喜良
南毛利 上温水楽友会 柏岡　　明
緑ヶ丘 緑ヶ丘老友会 渡辺　　哲

　

９
月
27
日
、
厚
木
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
厚
木
市
し
あ

わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
会
が
「
の
ば
そ

う
！　

健
康
寿
命
、
担
お
う
！　

地
域
づ

く
り
を
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
式
典
で
は
、
長
年
の
活
動
に
対

す
る
団
体
・
個
人
の
功
労
表
彰
を
行
い
、

そ
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

の
会
員
数
減
少
に
対
し
て
、
会
員
数
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
単
位
ク
ラ
ブ
を
表
彰
い

た
し
ま
し
た
。
小
松
紀
久
男
会
長
か
ら
力

強
い
あ
い
さ
つ
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々

を
代
表
し
、
小
林
厚
木
市
長
、
遠
藤
市
議

会
副
議
長
、
神
保
自
治
会
連
絡
協
議
会
会

長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
結
び
に
鈴
木

晛
司
実
行
委

員
長
が
４
つ

の
重
点
項
目

を
声
高
ら
か

に
読
み
上

げ
、
活
動
目

標
を
掲
げ
ま

し
た
。

　

第
２
部
第

の
ば
そ
う
！　

健
康
寿
命
、
担
お
う
！　

地
域
づ
く
り
を

41
回
演
芸
大
会
は
、
各
地
区
し
あ
わ
せ
ク

ラ
ブ
等
の
演
芸
代
表
24
組
か
ら
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
様
々
な
演
目
に

終
始
賞
賛
、拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

舞
台
花
道
に
は
、
各
地
区
代
表
ク
ラ
ブ

か
ら
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
の
会
旗
を
掲
出

し
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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のばそう！ 健康寿命、担おう！ 地域づくりを



笑顔が一番  元気で  仲良く  楽しく

第
44
回
厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

９
月
７
日
～
12
日
ま
で
の
６
日
間
、
ア

ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
５
階
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
１
に
お
い
て
、
第
44
回
シ
ル
バ
ー
作

品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
ク
ラ
ブ
会
員
が
趣
味

来場者でにぎわう会場

◆仲間づくり
研修親睦旅行、誕生会、親睦会など

◆健康づくり
介護予防教室、各種スポーツ行事など

◆生涯学習
カラオケ、囲碁、俳句、その他趣味

◆地域社会に貢献
子どもの見守り活動、まちの美化活動など

会 員 募 集 中
みんな笑顔で活動中！

会員一人ひとりが仲間を増やす広告塔に

生きがい･健康づくり
介護予防･仲間づくりに

スポーツ用具貸し出します
◆ターゲット・バードゴルフ用具
◆グラウンド・ゴルフ用具
◆室内用・屋外用ペタンク用具
◆スカットボール（室内用）用具

　詳細については単位クラブ会長、または厚木市し
あわせクラブ連合会事務局（☎ 225-2250）までお
問い合わせください。

色
と
り
ど
り
の
作
品
並
ぶ

シ
ル
バ
ー
作
品
展

や
文
化
活
動
で
培
っ
た
成

果
（
作
品
）
を
発
表
す
る
場

と
し
て
伝
統
の
あ
る
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
品
数
は
１
６
４
点
あ

り
、
前
回
の
出
品
数
を
20
点

上
回
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
左
壁
面
に
は
、

絵
画
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、

き
り
絵
を
展
示
。

　

正
面
の
壁
面
に
は
、絵
画
、

写
真
、
手
芸
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
刺
繍
織
り
絵
画
、
彫
刻

の
般
若
面
等
が
並
び
ま
し

た
。

　

右
側
の
壁
面
と
パ
ネ
ル
に

は
、
書
道
の
条
幅
の
書
、
短

冊
に
し
た
た
め
ら
れ
た
短

歌
、
俳
句
が
数
十
点
。
絵
手

紙
や
墨
絵
風
の
童
画
、
手
芸

の
つ
る
し
雛
も
飾
ら
れ
ま
し

た
。

　

中
央
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
花
瓶
な
ど
の

陶
芸
作
品
、
彫
刻
な
ど
の
工
芸
作
品
、
編

み
物
な
ど
の
手
芸
作
品
を
展
示
。

　

６
日
間
の
開
催
中
に
ご
観
賞
い
た
だ
い

た
方
は
、
７
２
８
人
で
し
た
。
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笑顔が一番  元気で  仲良く  楽しく

特
　
集私

の楽
し
み

　
“
楽
し
み
”
は
生
き
が
い
の
大
き
な

糧
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

楽
し
み
は
毎
日
の
生
活
に
う
る
お

い
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
そ
ん
な

思
い
の
楽
し
み
方
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

私
は
車
の
運
転
が
好
き
で
ほ
と
ん
ど

毎
日
運
転
を
し
て
い
る
。

　

最
近
、
世
間
で
は
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
私
に

二
度
目
と
な
る
高
齢
者
運
転
講
習
の
お

知
ら
せ
が
県
の
公
安
委
員
会
か
ら
届
い

た
。
こ
れ
は
、
免
許
更
新
月
の
３
カ
月

前
か
ら
、
認
知
機
能
検
査
を
含
め
３
回

の
手
続
き
を
経
な
い
と
免
許
の
更
新
が

で
き
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
厳
し
い
審
査
を
突
破
し
な
い
と
運
転

免
許
証
が
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
の
今
の
楽
し
み
は
卓
球
で
す
。
卓

球
と
の
出
会
い
は
、
今
か
ら
12
年
ほ
ど

前
に
な
り
ま
す
。
息
子
家
族
と
の
同
居

を
機
に
、
大
和
市
よ
り
厚
木
市
に
転
居

し
て
来
ま
し
た
。

　

知
ら
ぬ
土
地
で
不
安
だ
ら
け
の
私
に

近
所
の
Ｓ
さ
ん
が
「
気
の
合
っ
た
仲
間

で
卓
球
を
や
っ
て
い
る
の
で
来
な
い
？
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
卓
球
と
は
無
縁
で
、

ル
ー
ル
も
何
も
わ
か
ら
ず
、
二
の
足
を

踏
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
地
域
に
早
く

溶
け
込
む
た
め
に
も
良
い
機
会
だ
と
思

い
、勇
気
を
出
し
て
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

最
初
は
圧
倒
さ
れ
て
、「
私
に
は
無

理
か
も
」
と
思
い
ま
し
た
が
、週
３
回
、

午
前
中
の
練
習
日
に
は
な
る
べ
く
休
ま

な
い
よ
う
に
通
い
続
け
、
今
で
は
楽
し

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
Ｓ
さ
ん
、
ま
た
、

卓
球
の
仲
間
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、
今
頃

は
き
っ
と
淋
し
く
時
間
も
持
て
余
し
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
健
康
の
た
め
、
ま
た
仲
間
と
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
に
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
の
事
故
防
止
の
た
め
な
の
で
あ

る
。
私
と
し
て
は
何
と
し
て
も
更
新
し

た
い
一
心
で
臨
み
、
今
回
も
な
ん
と
か

ク
リ
ア
で
き
、
免
許
証
交
付
に
漕
ぎ
着

け
た
。

　

実
は
車
が
な
い
と
困
る
の
で
あ
る
。

妻
の
足
が
不
自
由
な
も
の
で
、
病
院
や

買
い
物
等
々
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
ず

生
活
に
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
欲
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
年
に
２

～
３
度
は
車
で
小
旅
行
に
行
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
場
所
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
地
図
を
見
な
が
ら
わ
く
わ

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
が

今
の
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ゴ
ル
フ
に
無
縁
の
私
で
し
た
が
、
今

で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
は
あ
ま
り
見

な
か
っ
た
テ
レ
ビ
の
番
組
も
ク
ラ
ブ
ス

イ
ン
グ
の
参
考
に
よ
く
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
老
寿
会
メ
ン
バ
ー
の

方
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

い
ざ
始
め
て
み
る
と
、
思
っ
た
以
上
に

難
し
く
て
、
ま
と
も
に
ボ
ー
ル
が
飛
び

ま
せ
ん
。
ホ
ー
ル
（
傘
）
に
も
ほ
と
ん

ど
入
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
自
分
な
り
に

毎
日
自
宅
で
練
習
す
れ
ど
も
一
向
に
上

達
の
気
配
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
一

緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
方
に
迷
惑
を
か

卓球仲間と練習中

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
脱

会
も
考
え
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
ゴ
ル
フ
の
上
手
な
方
か

ら
別
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

に
誘
わ
れ
て
そ
こ
で
ク
ラ
ブ
の
握
り
方

か
ら
始
ま
り
、
基
本
的
な
ボ
ー
ル
の
打

ち
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
「
練

習
は
嘘
を
つ
か
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、

そ
の
言
葉
を
信
じ
て
毎
日
練
習
用
ス
ポ

ン
ジ
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
で
練
習
に
励
ん
だ

結
果
、
今
は
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
も
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
程
度
に
な
り
、
暑
さ

に
も
め
げ
ず
、
運
動
不
足
の
解
消
も
兼

ね
て
週
２
～
３
回
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の

ル
ー
ル
は
プ
レ
ー
が
楽
し
く
な
る
よ

う
に
で
き
て
い
ま
す
。
最
後
の
ホ
ー

ル
（
傘
）
入
れ
以
外
は
す
べ
て
ゴ
ル
フ

を
模
し
て
で
き
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で

ボ
ー
ル
を
打
ち
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
く
れ
た
時
、
バ
ー

デ
ィ
ー
や
イ
ー
グ
ル
時
の
達
成
感
が
い

い
で
す
ね
。若
い
人
か
ら
後
期
高
齢
者
、

男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
こ
の
日
本
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
を
考

案
さ
れ
た
方
に
感
謝
で
す
。

楽しいターゲット・バードゴルフ

林
第
一
長
寿
会

�

三
堀
　
千
代
野

卓
球
と
仲
間
た
ち

相
生
老
友
会�

高
松
　
正
行

車
の
運
転

坊
中
老
寿
会�

前
田
　
輝
正

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
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読
書
の
原
点
は
小
学
校
４
年
、
Ａ
・

デ
ュ
マ
作
「
三
銃
士
」
に
始
ま
る
。
年

代
別
ジ
ャ
ン
ル
は
中
高
校
は
日
本
文

学
、
大
学
時
代
は
世
界
文
学
、
社
会
人

は
ビ
ジ
ネ
ス
書
と
変
遷
し
た
。

　

定
年
後
は
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず

中
高
校
に
読
ん
だ
本
を
今
一
度
熟
読
。

素
直
に
感
情
移
入
で
き
た
当
時
と
は
別

に
、
本
来
著
者
の
求
め
る
真
意
が
理
解

で
き
て
大
変
興
味
深
い
。

機
の
日
露
戦
争
を
艱
難
辛
苦
の
末
、
撃

破
に
い
た
る
勃
興
期
の
明
治
日
本
を
え

が
く
雄
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ

れ
は
現
在
の
日
本
に
通
じ
る
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
若
者
に

ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
作
品
で
あ
る
。

　

私
の
楽
し
み
は
余
暇
に
大
好
き
な
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

等
活
動
的
に
動
け
た
現
職
時
代
に
比
べ

体
力
の
衰
え
を
感
じ
、
特
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
思
い
ど
お
り
に
で
き
な
く
な
り
、

口
惜
し
く
感
じ
て
い
る
中
、
地
域
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
て
入
会
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
と
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
私
に
は

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

唯
一
現
職
時
代
よ
り
続
け
て
い
る
の

は
キ
ス
釣
り
で
す
。
こ
の
釣
り
ク
ラ
ブ

は
歴
史
が
あ
り
、
入
会
し
て
か
ら
45
年

に
な
り
ま
す
が
砂
浜
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
、
遠
投
し
竿
先
か
ら
感
じ
る
当
た
り

は
興
奮
し
ま
す
。
こ
の
会
の
活
動
は
主

に
湘
南
、
伊
豆
方
面
の
海
岸
と
な
り
ま

す
。
平
均
年
齢
は
80
歳
近
く
に
な
り
ま

す
が
会
員
は
東
京
、
茅
ヶ
崎
、
小
田
原

な
ど
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
月
に
一
度
の

例
会
や
一
泊
の
釣
り
会
と
夜
の
飲
み
会

は
こ
の
上
な
い
楽
し
み
で
す
。
認
知
症

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
も
体

力
が
続
く
限
り
年
金
生
活
で
す
が
、
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

玉川公民館図書室

1作目の切り絵「あゆみ橋」

「つるのまいはし」にて

　

職
場
を
退
い
た
２
０
０
３
年
の
暑
い

夏
、
小
平
か
ら
遊
び
に
来
た
同
郷
の
彼

は
１
本
の
扇
子
を
広
げ
て
見
せ
て
く
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
乱
舞
す
る
揚
羽
蝶
の

切
り
絵
が
貼
ら
れ
て
あ
っ
た
。
興
味
を

持
っ
た
私
は
、
い
た
だ
い
た
案
内
状
を

頼
り
に
展
示
会
場
の
東
京
都
美
術
館
へ

幾
度
と
足
を
運
ん
だ
。

　

翌
年
、
全
国
切
り
絵
同
好
会
厚
木
教

室
が
開
設
、
す
ぐ
に
入
会
し
た
。
こ
こ

で
の
教
え
方
に
は
手
法
に
制
約
は
あ
る

も
の
の
、
む
し
ろ
こ
の
や
り
方
を
好
ん

だ
。

　

基
礎
を
学
ん
だ
あ
と
、
格
好
の
題
材

が
見
つ
か
り
、１
作
目
を
完
成
さ
せ
た
。

「
あ
ゆ
み
橋
」
で
あ
る
。
講
師
の
勧
め

で
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
ら
見
事
佳

作
入
選
を
果
た
し
た
。

　

以
来
、
当
時
か
ら
の
仲
間
と
は
月
例

会
を
開
き
、「
私
の
楽
し
み
」
は
続
い

て
い
る
。

　

私
の
楽
し
み
の
一
つ
は
旅
の
中
で
風

景
を
撮
る
こ
と
で
す
。

　

テ
レ
ビ
の
、
西
村
京
太
郎
の
ト
ラ
ベ

ル
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、
女
性
と
刑
事
が
橋

上
の
屋
根
の
つ
い
た
下
で
話
し
て
い
た

映
像
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
憶
の
中
で
こ
こ
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
春
頃
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
吉
永

小
百
合
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
新
聞
に

載
っ
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

津
軽
富
士
見
湖
に
か
か
る
三
連
太
鼓

橋
で
、
日
本
一
長
い
ヒ
バ
の
木
の
橋
で

「
つ
る
の
ま
い
は
し
」
と
呼
ば
れ
、
後

で
知
っ
た
が
、
こ
の
映
像
は
同
シ
リ
ー

ズ
の
「
五
能
線
の
女
」
に
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
東
北
の
旅
が
あ
り
、
往

復
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
「
鶴
の
舞
橋
」

を
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
「
若
者
の
活
字
離
れ
」
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
全
国
大
学
生
協
連
の

調
査
で
１
カ
月
に
何
冊
の
本
（
電
子
書

籍
を
含
む
）
を
読
む
か
？　

に
０
冊
が

40
％
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
人
間
の

言
語
能
力
・
知
性
・
感
性
・
創
造
力
の

衰
退
が
懸
念
さ
れ
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ

る
。

　

私
は
司
馬
遼
太
郎
氏
の
作
品
が
大
好

き
で
ほ
ぼ
全
書
完
読
し
て
い
る
。
特
に

「
坂
の
上
の
雲
」
は
秋
山
好
古
・
実
之

兄
弟
・
正
岡
子
規
を
中
心
に
維
新
を
経

て
近
代
日
本
を
目
指
し
、
国
家
存
亡
危

岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ

�

山
室
　
正

読
書

上
依
知
敬
友
会�

齋
藤
　
髙
四

ス
ポ
ー
ツ
と
キ
ス
釣
り

相
生
老
友
会�

小
代
　
基
秀

切
り
絵
に
魅
せ
ら
れ
て

相
生
老
友
会�

朝
倉
　
勝
久

旅
の
風
景
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お父さんとカラオケ

山下公園で

　

大
戦
中
の
昭
和
19
年
、
私
２
歳
。
お

父
さ
ん
は
19
歳
、
特
攻
基
地
知
覧
で
出

撃
に
備
え
て
い
た
。

　

私
が
23
歳
の
時
、
バ
ツ
２
の
40
歳
の

お
父
さ
ん
と
結
婚
。
前
世
か
ら
の
決

ま
り
ご
と
な
の
か
、
赤
い
糸
だ
っ
た

の
か
今
も
っ
て
摩
訶
不
思
議
。
き
み

ま
ろ
さ
ん
の
ネ
タ
で
は
な
い
が
、「
あ

れ
か
ら
52
年
」
楽
し
め
る
こ
と
は
な
ん

で
も
や
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
だ
っ
た
お
父
さ

ん
も
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
も
二

度
三
度
。
そ
の
た
び
に
死
神
も
逃
げ
出

す
強
運
の
ス
ー
パ
ー
じ
い
さ
ん
御
年
92

歳
。長
寿
会
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
主
催
の
各
種
活

動
等
余
念
の
な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
。

　

私
は
と
言
う
と
今
や
ス
ー
パ
ー
じ
い

さ
ん
の
応
援
隊
長
と
し
て
通
年
保
護

者
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
が
、
私
だ
っ
て
後
期
高
齢

者
、
気
分
が
ブ
ル
ー
に
な
っ
た
り
疲
れ

た
り
も
す
る
。
そ
れ
で
も
明
る
い
朝
の

陽
を
浴
び
る
と
今
日
も
元
気
に
ス
ー

パ
ー
じ
い
さ
ん
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

森
の
里
銀
座
に
出
か
け
よ
う
と
思
う
。

　

傘
寿
を
超
え
体
の
自
由
が
徐
々
に
き

か
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
う
し
た

中
で
少
し
で
も
世
の
役
に
立
ち
な
が
ら

自
分
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
脳
の
活

性
化
と
体
力
維
持
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
脳
の
活
性
化
は
、
昨
年
８
月
元

町
福
寿
会
に
「
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
」
が

発
足
し
入
会
し
ま
し
た
。
健
康
麻
雀
は

「
賭
け
る
、
飲
食
す
る
、
喫
煙
す
る
」

と
い
う
従
来
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
と
な
る

こ
と
を
禁
止
し
、
文
字
ど
お
り
健
康
そ

の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
と
し

て
の
推
理
、
決
断
、
計
算
な
ど
大
い
に

頭
の
体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、体
力
維
持
の
方
は「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」
で
す
。
ゴ
ル
フ

と
比
べ
る
と
体
力
的
負
担
は
そ
ん
な
に

な
く
高
齢
者
で
も
容
易
に
で
き
ま
す
。

１
本
の
ク
ラ
ブ
で
長
・
短
の
距
離
を
飛

ば
し
、
最
後
に
ホ
ー
ル
（
傘
）
に
入
れ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
ず
、
奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
は
こ
の
二
つ
を
楽
し
み
に
、
脳
を

さ
び
つ
か
せ
ず
体
力
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

私
は
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
た
ち
と
ど
こ

か
に
出
掛
け
お
昼
に
お
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
談
笑
す
る
の
が
一
番
楽
し
い
で
す

ね
。
年
に
６
回
（
春
３
回
、
秋
３
回
）、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
43
名
い
ま
す
。
毎

回
25
名
前
後
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
７

～
８
年
前
は
10
㎞
前
後
の
コ
ー
ス
を
歩

い
て
い
ま
し
た
が
、
平
均
年
齢
が
77
歳

と
な
り
最
近
は
県
内
の
公
園
巡
り
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
は
横
須
賀
三
笠
公
園
へ
。

途
中
名
物
の
海
軍
カ
レ
ー
で
昼
食
。
ど

ぶ
板
通
り
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
三
笠
記
念
館

（
司
馬
遼
太
郎
の
坂
の
上
の
雲
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
）
見
学
。

　

５
月
は
横
浜
の
山
下
公
園
へ
。
開
催

中
の
バ
ラ
博
で
美
し
い
バ
ラ
を
満
喫
。

そ
の
後
大
桟
橋
に
移
動
。
客
船
飛
鳥
Ⅱ

が
入
港
中
で
近
づ
い
て
見
る
と
そ
の
大

き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
大
桟
橋
で

お
弁
当
。
レ
ン
ガ
倉
庫
か
ら
汽
車
道
を

と
お
り
帆
船
日
本
丸
を
見
て
帰
路
。

　

６
月
は
開
成
町
へ
。
遠
く
に
箱
根
の

山
並
み
を
見
な
が
ら
田
ん
ぼ
の
畔
に
咲

く
紫
陽
花
を
愛
で
旧
名
主
の
瀬
戸
屋
敷

へ
。
折
よ
く
風
鈴
祭
り
が
あ
り
各
地
の

風
鈴
の
音
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
同
士
で
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

満
足
で
愉
快
で
明
る
い
気
分
に
さ
せ

て
く
れ
る
の
が
私
た
ち
が
求
め
る
楽
し

み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
楽

し
み
が
す
ぎ
る
と
楽
が
苦
に
。

　

中
国
故
事
に
「
楽
し
み
は
極
ま
れ
ば

必
ず
悲
し
み
が
生
ず
」
と
。
日
本
語
の

解
説
で
は
「
楽
し
み
も
極
度
に
達
す
れ

ば
悲
し
み
を
生
ず
る
。
人
間
は
楽
し
み

が
長
く
続
く
方
が
幸
せ
で
あ
る
が
、
満

ち
た
り
る
と
必
ず
悲
哀
が
そ
れ
に
続
い

て
起
こ
る
も
の
」
と
。

　

今
回
の
特
集
内
容
は
明
る
い
楽
し
い

も
の
で
し
た
。
楽
か
ら
苦
へ
の
道
あ
る

こ
と
も
要
注
意
と
の
こ
と
。

森
の
里
長
寿
会

�

三
ツ
橋
　
久
子

私
と
お
父
さ
ん
（
主
人
）

元
町
福
寿
会�

武
藤
　
昌
二

健
康
麻
雀
と

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

根
岸
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

�

増
田
　
次
夫

観
光
地
巡
り
の

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

私
の
楽
し
み
と
は

�

広
報
委
員
会
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鳶
尾
に
移
る
ま
で
住
居
を
転
々
と
し

た
。
生
ま
れ
は
波
荒
き
北
海
道
厚
岸
。

馴
れ
な
い
原
野
開
拓
に
失
敗
し
た
父
母

が
、
入
植
２
年
目
に
失
意
の
う
ち
に
東

京
に
舞
い
戻
っ
た
。
私
０
歳
。
従
っ
て
北

海
道
の
冬
の
荒
涼
も
夏
の
広
大
な
新
緑

も
知
ら
な
い
。
身
一
つ
で
帰
京
し
た
父

母
は
向
島
の
貧
乏
長
屋
に
腰
を
落
ち
着

け
た
。
そ
こ
に
戦
争
で
焼
失
す
る
ま
で

一
家
10
人
が
起
居
す
る
。

　

小
作
農
家
の
次
男
坊
の
父
は
分
け
て

も
ら
え
る
土
地
も
な
く
、
小
学
校
卒
業

だ
け
の
無
学
（
そ
れ
で
も
独
学
で
「
古

事
記
」
な
ど
を
読
ん
で
い
た
）
で
、
職

業
を
い
く
つ
も
変
え
た
。
賤
業
と
い
わ

れ
た
革
の
な
め
し
工
場
の
職
工
、
家
具

屋
の
に
わ
か
職
人
、
東
京
拘
置
所
の
官

吏
見
習
い
、
造
船
所
の
守
衛
な
ど
な
ど
。

若
い
時
は
貧
乏
人
相
手
の
米
屋
を
商
い
、

た
ち
ま
ち
貸
し
倒
れ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
父
母
に
従
っ
て
下
町
の
向
島

へ
。
小
学
校
３
年
生
で
集
団
学
童
疎
開

に
よ
り
茨
城
・
笠
間
に
。
さ
ら
に
空
襲

を
逃
れ
る
た
め
秋
田
・
金
浦
の
お
寺
に

移
住
。
そ
こ
は
浄
蓮
寺
と
い
っ
て
、
日

本
で
最
初
に
南
極
探
検
を
敢
行
し
た
白

瀬
中
尉
の
生
家
。
晩
年
の
中
尉
を
一
度

だ
け
か
い
ま
見
た
こ
と
が
あ
る
。
小
さ

な
お
じ
い
さ
ん
だ
っ
た
。

　

敗
戦
の
昭
和
20
年
暮
れ
。
父
の
実
家

の
北
多
摩
・
清
瀬
に
帰
り
、
家
族
と
と

も
に
過
ご
す
。
父
が
焼
け
野
原
の
東
京
・

砂
町
に
家
を
建
て
移
り
住
む
。
夜
間
高

校
に
入
る
や
家
を
飛
び
出
し
、
世
田
谷

の
梅
ヶ
丘
、
文
京
の
氷
川
下
、
相
模
原

の
上
鶴
間
、
そ
し
て
昭
和
53
年
に
鳶
尾

へ
。
春
の
野
の
花
々
、
夏
の
夜
の
花
火
、

秋
の
空
を
染
め
る
夕
焼
け
、
冬
の
大
山

の
冠
雪
。
鳶
尾
の
山
河
は
美
し
い
。
お

そ
ら
く
終
の
栖
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

玉
川
地
区
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
で
は
、

去
る
７
月
14
日
、
七
沢
温
泉
に
お
い
て

役
員
研
修
会
・
懇
親
会
を
、
27
人
が
出

席
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
①
単
位
し
あ
わ
せ
ク

ラ
ブ
・
地
区
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
の
機
能

お
よ
び
今
後
の
方
向
性
、
②
厚
木
市
し

あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
収
支
概
要
と

課
題
、
と
い
う
い
さ
さ
か
硬
い
テ
ー
マ
で

し
た
が
、
講
師
役
の
玉
川
地
区
会
長
が
、

グ
ラ
フ
等
を
取
り
入
れ
た
わ
か
り
や
す

い
資
料
を
作
成
し
、
ポ
イ
ン
ト
的
に
解

説
し
ま
し
た
。

①	

の
テ
ー
マ
で
は
、
単
位
し
あ
わ
せ
ク

ラ
ブ
・
地
区
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
が
、

ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し

て
い
け
ば
い
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

②	
の
テ
ー
マ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
収

支
の
概
要
と
そ
の
特
色
、
福
寿
基

金
特
別
会
計
の
概
要
を
理
解
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
各
テ
ー
マ
に
関
す
る

今
後
の
課
題
を
考
え
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
質
疑
は
懇
親
会
の
場
に
移

す
こ
と
と
し
、
五
つ
の
単
位
し
あ
わ
せ
ク

ラ
ブ
会
長
の
役
割
分
担
で
、主
目
的
（
？
）

の
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
厚
木
市
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
連

合
会
等
の
会
長
を
退
任
さ
れ
た
三
橋
道

明
様
、
岡
津
古
久
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
会

長
を
退
任
さ
れ
た
山
室
正
様
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
お
二
人
の
労
を

称
え
、
役
員
お
互
い
の
健
康
を
祈
念
し

な
が
ら
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
な
高
々
と

し
た
声
で
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。
飲
み
、

歌
い
、
語
り
、
即
興
の
踊
り
等
で
、
は

じ
め
は
少
し
涼
し
か
っ
た
部
屋
も
、
老

人
パ
ワ
ー
の
熱
気
で
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
下
げ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

合
言
葉
の
「
元
気
で
、
仲
良
く
、
楽

し
く
」
を
実
感
し
た
有
意
義
な
懇
親
会

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
に
は
す
っ
か
り
夜
の
帳
が

お
り
て
い
ま
し
た
。

お楽しみの懇親会

鳶
尾
の
山
河
は
美
し
い

役
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

�

鋭
気
を
蓄
え
る

鳶
尾
い
き
い
き
会
　
会
長
　
並
木
　
孝
信

七
沢
第
二
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
　
田
澤
　
和
夫
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＊
端
唄
を
楽
し
む

　

毎
月
２
回
の
仲
間
の
集
い
親
睦

会
で
ふ
だ
ん
接
す
る
こ
と
の
少
な

い
「
端
唄
」
を
聞
く
会
を
開
い
た
。

師
匠
は
森
の
里
在
住
の
芸
名
「
藤

京
」
さ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
昼
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
」「
芸
能
百
選
」「
邦
楽
の

ひ
と
と
き
」
な
ど
に
出
演
。

　
「
端
唄
」
と
は
藤
京
さ
ん
に
よ
る

と
江
戸
中
期
頃
、
音
楽
文
化
の
一

つ
と
し
て
親
し
ま
れ
た
小
曲
の
歌

い
も
の
。

　

お
弟
子
さ
ん
と
二
人
で
三
味
線

の
音
に
合
わ
せ
て
「
お
伊
勢
参
り
」

＊
厚
木
町
の
終
戦
直
後
の
思
い
出

　

私
が
初
め
て
見
た
米
兵
は
、
大
き

く
て
軍
服
の
ま
ま
の
姿
で
、
10
人
く

ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で
目
は
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
、
ガ
ム
を
カ
ミ
カ
ミ
、
元
町

を
歩
く
姿
は
不
気
味
で
家
の
障
子
か

ら
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
町
も
落

ち
着
き
、
旧
小
学
校
（
現
イ
オ
ン
の

あ
た
り
）
の
校
庭
で
町
内
対
抗
の
運

動
会
の
話
が
は
じ
ま
り
、
元
町
で

も
多
数
の
青
年
が
復
員
し
て
来
て
い

て
、「
元
町
は
運
動
会
で
優
勝
す
る

ん
だ
」
と
、
町
内
に
あ
る
相
模
ゴ
ム

会
社
の
庭
を
借
り
、
毎
晩
練
習
を
し

ま
し
た
。

＊
地
区
老
連
の
活
動
の
一
端
を

�
紹
介
し
ま
す

　

他
の
地
区
老
連
と
多
少
異
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
紹
介
を
か
ね
記
す

る
と
、
森
の
里
は
１
～
５
丁
目
の
５

自
治
会
で
老
人
ク
ラ
ブ
は
２
団
体
で

す
。

　

住
区
に
よ
り
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
は

異
な
り
ま
す
が
、各
ク
ラ
ブ
の
行
事
・

活
動
に
は
自
由
参
加
を
原
則
に
、
お

互
い
の
会
員
交
流
を
促
進
し
、
さ
ら

に
は
地
域
の
各
種
活
動
の
高
揚
に
寄

与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
春
・
秋
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
を
企
画
、
実
施
。
会
員
が
主
体

で
す
が
、
参
加
希
望
す
る
方
が
い
れ

ば
、
乗
車
定
員
ま
で
は
同
行
。

　

今
年
の
秋
ツ
ア
ー
は
、
川
越
の
城

下
蔵
町
と
喜
多
院
そ
し
て
草
加
煎
餅

焼
き
体
験
コ
ー
ス
を
堪
能
す
る
１
日

＊
広
報
委
員
会
の
悩
み

　

市
老
連
の
会
員
に
は
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
し
あ
わ
せ
ク

ラ
ブ
だ
よ
り
」
の
制
作
に
携
わ
る
委

員
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
俳
句
、
短

歌
、
ミ
ニ
通
信
な
ど
の
応
募
数
が
少

な
い
場
合
は
大
変
苦
労
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
４
月
号
と
同
様
８
ペ
ー

ジ
で
す
。
７
月
１
日
号
は
４
ペ
ー
ジ
、

そ
の
場
合
は
委
員
が
不
足
分
を
カ

バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三味線に合わせてみんなで合唱 草加煎餅焼きを体験

撮影　相原　武さん

広報委員がんばっています！

「
梅
は
咲
い
た
か
」「
お
江
戸
日
本

橋
」
な
ど
６
曲
を
披
露
。
お
江
戸

日
本
橋
で
は
師
匠
の
歌
に
あ
わ
せ

て
合
唱
。
森
の
里
森
友
会
の
仲
間

も
加
わ
り
暑
い
夏
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
だ
。

	

（
森
の
里
長
寿
会　

和
田
野　

哲
也
）

　

そ
の
か
い
も
あ
っ
て
「
優
勝
」
す

る
こ
と
が
で
き
、
厚
木
町
の
優
勝
盾

（
特
大
）
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
町
内
会
長
さ
ん
も
喜
ん
で
元

町
公
民
館
へ
飾
り
ま
し
た
。
役
員
会

な
ど
で
公
民
館
へ
行
っ
た
と
き
は
、

何
度
も
誇
ら
し
く
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
年
月
が
経
ち
盾
は
は
ず

さ
れ
そ
の
場
所
が
今
は
エ
ア
コ
ン
に

ツ
ア
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
（
森
の
里
地
区
老
連
会
長

	

　

松
井　

洋
一
）

変
わ
り
、盾
が
あ
ち
こ
ち
に
お
か
れ
、

先
輩
た
ち
が
気
に
し
て
妻
や
知
人
に

話
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

私
も
参
加
し
た
一
人
と
し
て
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
元
町
自
治
会
長

の
棗
さ
ん
に
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
気

持
ち
よ
く
市
へ
話
し
て
い
た
だ
き
、

小
林
市
長
さ
ん
も
受
け
て
く
だ
さ

り
、
本
当
に
う
れ
し
く
、
先
輩
た
ち

も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

小
林
市
長
さ
ん
、
市
と
自
治
会

の
役
員
さ
ん
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

私
も
87
歳
と
い
う
高
齢
に
な
り
、

皆
様
に
お
伝
え
し
て
お
か
な
く
て
は

と
思
い
、こ
の「
終
戦
直
後
の
思
い
出
」

を
書
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

	

（
元
町
福
寿
会　

大
木　

幸
子
）

　

ま
た
、
地
区
に
よ
り
応
募
数
の
多

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
か

会
員
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
地
区

の
新
し
い
活
動
や
珍
し
い
こ
と
。
ま

た
皆
様
の
身
の
回
り
の
話
な
ど
積
極

的
な
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
参
考
ま
で
に
広
報
委
員
は

18
名
で
す
。

	

（
金
田
万
年
青
会　

座
間　

清
二
）
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あて先
問合せ

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼
　

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
御
協
賛

い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

倍
旧
の
御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

幼
き
日
母
の
袂
を
握
り
〆
め

懐
か
し
き
か
な
縁
日
の
夜

�

旭
町
一
丁
目
老
人
会　

三
平　

豊
子

母
の
着
し
紬
を
解
い
て
リ
メ
イ
ク
す

姉
と
三み

た
り人
の
揃
い
の
帽
子

�

上
依
知
若
葉
会　

永
瀬　

マ
サ

石
蕗
の
根
元
に
な
く
せ
し
ボ
ー
ル
出
で
て

よ
し
頑
張
ろ
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

�

上
依
知
敬
友
会　

矢
後
喜
久
代

青
田
か
ぶ
四
季
の
速
さ
に
夏
が
去
り

実
る
稲
穂
の
生
る
基

も
と
い

な
り

�

下
川
入
寿
会　

飯
田　

タ
ケ

柿
簾
日
は
燦
々
と
鄙
の
里

�

ひ
ば
り
賢
人
会　

大
和　

昭
一

夏
祭
り
稽
古
太
鼓
の
高
鳴
り
ぬ

�

妻
田
長
寿
会　

鈴
木　

嘉
明

初
鳴
き
の
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
雨
の
あ
と
の
闇

�

田
園
ひ
な
し
会　

長
友　

利
雄

ア
ル
プ
ス
の
切
り
立
つ
尾
根
の
霧
襖

�

田
園
ひ
な
し
会　

長
友
千
代
子

露
の
玉
里
芋
の
葉
を
こ
ろ
げ
落
ち

�

宮
本
第
一
寿
会　

長
谷
川
美
雪

盆
迎
え
思
う
は
亡
き
友
の
笑
顔
か
な

�

戸
室
長
楽
会　

小
林　

政
子

竹
林
に
紅
さ
す
ご
と
く
あ
か
ね
雲

�

愛
名
九
十
九
会　

山
崎
ナ
ミ
子

ひ
っ
そ
り
と
咲
い
た
小
花
を
雨
あ
ら
ふ

�

愛
名
九
十
九
会　

工
藤
智
恵
子

炎
天
や
大
な
み
小
な
み
さ
ざ
め
い
て

�

愛
名
九
十
九
会　

青
木
み
よ
子

梅
干
し
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
赤
き
し
そ

�

愛
名
九
十
九
会　

佐
藤　

三
郎

し
あ
わ
せひ

ろ
ば

終
活
を
せ
か
さ
る
お
も
ひ
明
易
し

�

愛
名
九
十
九
会　

林　

き
ゑ
子

人
生
は
人
と
仲
間
の
物
語

�

長
谷
長
寿
会　

大
山　

瑞
枝

金
魚
草
花
引
っ
ぱ
っ
て
蜘
蛛
の
糸

�

七
沢
第
一
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

藤
田
す
み
子

田
園
の
コ
ス
モ
ス
の
花
旅
誘
う

�

相
生
老
友
会　

朝
倉　

勝
久

編 

集 

後 

記

　

実
り
の
秋
は
楽
し
い
収
穫
期
。
色
づ

く
木
々
の
葉
、
実
が
熟
れ
落
ち
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
と
人
々

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
年
の
四
季
は
南
北
日
本
列
島
大
荒

れ
で
し
た
。
そ
の
負
を
乗
り
越
え
、
秋

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
生
活
感

を
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
広
報
委
員
会
）

　

来
春
４
月
号
の
特
集
は
広
報
委
員

の
総
意
で
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
と
題

し
て
募
集
し
ま
す
。

　

歴
史
の
あ
る
厚
木
市
も
県
央
都
市

と
し
て
発
展
、
同
市
へ
の
移
入
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る

さ
と
の
思
い
を
原
稿
に
託
し
投
稿
を

し
て
く
だ
さ
い
。
４
０
０
字
以
内
、

写
真
歓
迎
。	

（
広
報
委
員
会
）

お
知
ら
せ

最
近
の
お
笑
い
芸
人
智
に
す
ぐ
れ

文
才
笑
才
の
底
力
を
見
ゆ

�

長
谷
長
寿
会　

松
下　

絹
枝

大
磯
に
大お

お

洋わ
だ

を
み
て
復
興
の

想
い
を
練
り
し
か
吉
田
茂
は

�

林
第
二
長
寿
会　

花
上　

百
代

稲
穂
つ
づ
く
向
う
の
土
手
に
彼
岸
花

ゆ
る
る
が
見
ゆ
る
平
和
が
見
ゆ
る

�

林
第
二
長
寿
会　

平
林　

慶
子

猛
暑
去
り
秋
の
巡
り
て
阿
夫
利
嶺
の

空
に
ゆ
っ
た
り
鰯
雲
満
つ

�

七
沢
第
三
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ　

荻
山　

清
治

肩
凝
る
と
言
い
な
が
ら
も
好
き
だ
か
ら

ナ
ツ
メ
ロ
歌
い
つ
レ
ー
ス
糸
編
む

�

森
の
里
長
寿
会　

津
田　

史
子

短
　
歌

俳
　
句

〒 243-0018　厚木市中町 1-1-3 厚木シティ
プラザ 5F　老人福祉センター寿荘内　
厚木市老人クラブ連合会まで
TEL.225-2250   FAX. 223-9950

平成29年（2017）10月発行 第83号　（ 8 ）

★★★★  私たちは厚木市しあわせクラブ連合会の活動を応援しています。★★★★


